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●国宝「青磁鳳凰耳花生」 

● お問い合わせ先 ● 
池田市市民生活部観光・ふれあい課 

ＴＥＬ：０７２－７５４－６２４４ 

ＦＡＸ：０７２－７５２－４４７７ 
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　少し尖ったクチバシを持ち、すました顔つき

で前方に目を向けている鳥。額の辺りの丸く盛

り上がった部分は羽毛の塊を意味しているので

あろう。首からも長い羽毛が軽やかに立ち上が

っている。これは空想上の鳥の鳳凰を、頭から首、

そして胸にかけて象り、青磁の花生に耳のよう

に付けられた装飾である。 

　この作品は、和泉市久保惣記念美術館が所蔵

する「万声」という銘で知られた国宝の「青磁

鳳凰耳花生」。中国の龍泉窯で南宋時代（１２世紀）

に作られた。ガラス質の上薬の下から、釉薬の

青色の粒子が光を反射させ、天候によって色調

が深くも淡くもなる。 

　日本では、鎌倉時代に中国から多くの龍泉窯

青磁が輸入された。そのなかに含まれていた鳳

凰耳花生で、国宝に指定されているものはこの

作品だけである。唐物として珍重された中国渡

りの磁器の名品としてきわめて有名である。 

　この花生は国が認めた宝物であるが、誰が作

ったのかはわかっていない。中国の南宋時代、民

間の窯場には飛びぬけて高い作陶の技を身に付け

た職人がいたことは

確かであるとしかい

えない。国宝に止ま

らず、多くの美術・

工芸品は名前の知れ

ない人々の手で作ら

れている。 

　目を凝らして細

部をじっくり見て

みると、職人のす

ぐれた技術や工夫

など思わぬ発見が

できて、「ほーう」とうなってしまう。工芸の世

界では、歴史の表に登場しない人たちの磨かれ

た技が幾多の光を放っているのだから。 

 

さいほうてい 

▼お問い合わせ先▼ 
和泉市久保惣記念美術館 

ＴＥＬ　０７２５－５４－０００１ 

FAX　０７２５－５４－１８８５ 

Ｈ  Ｐ　http://www.ikm-art.jp

 

「水月公園」花菖蒲まつり 
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　池田市には、春夏秋冬と季節の花が観賞できる公

園がいくつかあります。その一つである水月公園は

市のほぼ中央部に位置し、冬から初春にかけては梅

の花を、春には桜とツツジが楽しめます。また、５

月下旬から６月中旬までは約６０種６,０００株の花菖蒲

が見事に咲きそろい、大勢の人で賑わいます。 

　その花菖蒲が満開になる時期にあわせて、平成元

年からは地元の皆さんによるイベント「花菖蒲まつ

り～親と子の集い～」が公園内で開催されています。

当日は子どもに大人気のふわふわ風船やミニＳＬの

試乗、ふれあい動物園のほか、地元町会による飲食

やゲームなどの模擬店、さら

に園内にある水月児童文化セ

ンターでも色々なイベントが

行われ、「親と子の集い」の

名前どおり親子で１日中楽し

めます。このほか、花菖蒲園

では野だてが行われており、

美しい花菖蒲を眺めてのくつ

ろぎの一時を堪能できます。 

　満開の花菖蒲園の中には、中国蘇州市から友好都

市締結３周年を記念して、１９８４年に建設されたあ

ずまやがあり、異国情緒を漂わせています。これは

蘇州市で最も有名な庭園の一つである拙政園の六角

亭をモデルに建てられ、「双方がともに美しく芳し

い」との願いを込め「斉芳亭」と命名されました。

その他にも蘇州市から贈られた「太湖石」や「石坊」

などがあり、両市の交流の歴史を刻む公園としても

親しまれています。 

　初夏の一時、水月公園で咲き誇る花菖蒲をお楽し

みください。 

人気のイベント「ミニＳＬ試乗会」 

 

児童文化センターで行われる「もちつき」 

石坊付近で遊ぶ子どもたち 

斉芳亭をバックに 
咲き誇るハナショウブ 
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